
施設イベント・図書館

142013.7.24　広報あづみの

家
族
で
物
を
作
る
喜
び
を
味
わ
い
、

夏
休
み
の
楽
し
い
思
い
出
を
作
り
ま
し

ょ
う
。

●
日
時　

8
月
１
日（
木
）～
18
日（
日
）

午
前
9
時
～
午
後
0
時
30
分

午
後
１
時
30
分
～
4
時

●
場
所　

あ
づ
み
野
ガ
ラ
ス
工
房
前　

屋
外
テ
ン
ト

●
体
験
内
容　

《
風
鈴
作
り
体
験
》
風
鈴
の
傘
の
部
分

に
リ
ュ
ー
タ
ー
と
い
う
道
具
で
絵
柄

を
彫
り
、
パ
ー
ツ
を
組
み
上
げ
て
オ

リ
ジ
ナ
ル
風
鈴
を
作
り
ま
す
。

《
リ
ュ
ー
タ
ー
体
験
》
グ
ラ
ス
、
ペ
ー

パ
ー
ウ
ェ
イ
ト
な
ど
か
ら
一
つ
を
選

び
、
リ
ュ
ー
タ
ー
で
ガ
ラ
ス
に
絵
柄

を
彫
り
ま
す
。

《
小
物
作
り
体
験
》
ガ
ラ
ス
の
小
瓶
、

フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
、
バ
レ
ッ
タ
な
ど

か
ら
一
つ
を
選
び
、
色
ガ
ラ
ス
チ
ッ

プ
を
張
り
合
わ
せ
、
世
界
に
一
つ
だ

け
の
作
品
を
制
作
し
ま
す
。

●
参
加
費

風
鈴
作
り
体
験　
　

２
３
１
０
円

リ
ュ
ー
タ
ー
体
験　

１
２
６
０
円

小
物
作
り
体
験　
　

１
５
７
５
円

※
参
加
は
当
日
、
受
け
付
け
ま
す
。

碌
山
美
術
館
『
粘
土
に
親
し
む
』

テ
ラ
コ
ッ
タ
粘
土
に
よ
る
自
由
な
制

作
を
行
う
講
座
で
す
。

●
日
時　

8
月
１
日（
木
）、2
日（
金
）、

3
日
（
土
）
午
前
9
時
～
正
午

●
参
加
費　

各
回
５
０
０
円

●
対
象

8
月
１
日
（
木
）
高
校
生
・
一
般

2
日
（
金
）
3
歳
児
～
小
学
2
年
生

3
日
（
土
）
小
学
3
年
生
～
中
学
生

●
定
員　

各
回
30
人

●
申
し
込
み　

碌
山
美
術
館

碌
山
美
術
館
『
彫
塑
制
作
Ⅰ
』

全
身
像
ま
た
は
胸
像
の
制
作
と
石
膏

取
り
ま
で
行
い
ま
す
。

●
日
時　

8
月
4
日（
日
）～
12
日（
月
）

（
水
曜
日
を
除
く
）
午
前
9
時
～
午

後
5
時

●
参
加
費　

６
０
０
０
円
（
モ
デ
ル
代

含
む
）

●
定
員　

10
人

●
講
師　

柳
沢　

廣
さ
ん

●
申
し
込
み　

碌
山
美
術
館

研
成
ホ
ー
ル
『
彫
塑
制
作
Ⅱ
』

人
物
の
頭
部
ま
た
は
胸
像
の
制
作
と

石
膏こ

う

取
り
ま
で
行
い
ま
す
。

●
日
時　

8
月
29
日
、9
月
5
、12
、19
、

26
日（
毎
週
木
曜
日
）　

午
後
1
時
～

4
時
お
よ
び
10
月
3
日
（
木
）
～
5

日
（
土
）
の
午
前
9
時
～
午
後
5
時

●
参
加
費　

５
５
０
０
円
（
モ
デ
ル
代

含
む
）

●
定
員　

10
人

●
講
師　

細
萱　

美み

ほ

と
穂
人
さ
ん

●
申
し
込
み　

研
成
ホ
ー
ル

《
美
術
講
座
共
通
事
項
》

●
場
所　

碌
山
公
園
研
成
ホ
ー
ル
研
修

室
Ⅱ

●
日
時　

8
月
17
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
～

開
場
午
後
１
時

●
場
所　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
・

み
ら
い　

多
目
的
交
流
ホ
ー
ル

●
定
員　

先
着
２
０
０
人　

※
事
前
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

●
内
容　

ム
ー
ミ
ン
2
話
「
お
ば
け
島

へ
よ
う
こ
そ
」「
ニ
ョ
ロ
ニ
ョ
ロ
の

秘
密
」（
上
映
時
間
各
25
分
）

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
ウ
ク
レ
レ
の

演
奏
を
交
え
た
長
谷
川
義
史
さ
ん
（
絵

本
作
家
）
の
楽
し
い
絵
本
ラ
イ
ブ
を
開

催
し
ま
す
。
家
族
揃
っ
て
、
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

●
日
時　

9
月
8
日
（
日
）
午
後
１
時

30
分
～
3
時

●
場
所　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
み

ら
い　

多
目
的
交
流
ホ
ー
ル

●
入
場
料　

無
料

●
定
員　

１
８
０
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

7
月
29
日
（
月
）
午
前

9
時
か
ら
中
央
図
書
館
窓
口
ま
た

は
、
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

●
そ
の
他　

講
演
会
終
了
後
、
長
谷
川

義
史
さ
ん
の
著
書
の
販
売
お
よ
び
サ

イ
ン
会
を
行
い
ま
す
。

読
み
聞
か
せ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
読

み
聞
か
せ
に
興
味
の
あ
る
人
を
対
象
に

研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

8
月
30
日
（
金
）

第
1
回　

午
前
10
時
30
分
～

第
2
回　

午
後
１
時
30
分
～

※
午
前
、
午
後
と
も
同
じ
内
容
の
研
修

会
で
、
30
分
前
に
開
場
し
ま
す
。

●
場
所　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
・

み
ら
い　

学
習
室

●
講
師　

藤
田
浩
子
さ
ん

※
藤
田
さ
ん
は
、
わ
ら
べ
歌
や
昔
話
・

小
道
具
を
使
っ
た
お
話
会
の
開
催
の

ほ
か
、
数
多
く
の
本
を
出
版
さ
れ
全

国
各
地
で
講
演
し
て
い
ま
す
。

●
定
員　

各
回
50
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費
用　

無
料

●
申
し
込
み　

8
月
2
日
（
金
）
午
前

9
時
か
ら
電
話
ま
た
は
中
央
図
書
館

窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。

あ
づ
み
野
ガ
ラ
ス
工
房

「
夏
休
み
特
別
体
験
」

あ
づ
み
野
ガ
ラ
ス
工
房

 

72
・
８
０
３
０

図
書
館
フ
ェ
ス
タ

長
谷
川
義
史
絵
本
ラ
イ
ブ

中
央
図
書
館

84
・
０
１
１
１ 

84
・
０
１
１
６

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
育
成

研
修
会
を
開
催

中
央
図
書
館

84
・
０
１
１
１ 

84
・
０
１
１
６

碌
山
美
術
館
・
研
成
ホ
ー
ル

美
術
講
座

碌
山
公
園
研
成
ホ
ー
ル

 

82
・
０
７
６
９

碌
山
美
術
館

82
・
２
０
９
４

「
夏
休
み
特
別
企
画　

中
央
図
書

館
映
画
上
映
会
」

中
央
図
書
館

84
・
０
１
１
１ 

84
・
０
１
１
６

図書館映画上映会（入場無料） 
「小澤征爾」インタビュー

～西洋音楽と格闘した半世紀～
2010 年  日本　上映時間 110 分

●日時　9 日（金）
　　　　開場 18：30　上映 19：00 ～
●場所　穂高交流学習センター「みらい」
　　　　多目的交流ホール

えほんとずこうのじかん
中央図書館　●日時　14日（水）16：15～
　　　　　　●場所　中央図書館
　　　　　　　　　　おはなしのへや

おりがみの部屋 
堀金図書館　●日時　28日（水）16：15～
　　　　　　●場所　堀金図書館
　　　　　　　　　　児童コーナー

ドキドキ・ワクワクお話の世界
◇　中央図書館　おはなしのとびら
　　中央図書館おはなしのへや
　　7・14・21 日（各水曜日）
	 10：30 ～（乳幼児対象）

◇　中央図書館　おはなしとしょかん
　　中央図書館おはなしのへや
　　17 日（土）	 10：30 ～（乳幼児対象）
	 11：20 ～（幼児以上対象）

◇　豊科図書館　ちいさいたんぽぽ
　　豊科図書館多目的室
　　23 日（金）	 11：00 ～（乳幼児対象）

◇　豊科図書館　おはなしたんぽぽ
　　豊科図書館多目的室
　　23 日（金）	 16：30 ～（幼児以上対象）

◇　堀金図書館　おはなしのへや
　　堀金図書館児童コーナー
　　20 日（火）	 10：30 ～（乳幼児対象）
　　20 日（火）	 16：20 ～（幼児以上対象）

◇　明科図書館　ひまわり夏のおはなし会
　　明科子どもと大人の交流学習施設「ひまわり」
　　ハーモニーホール
　　24 日（土）	 11：00 ～（乳幼児以上対象）

8月の図書館イベント

長谷川義史さん
（絵本作家）

小学校の教科書でも
取り上げられた

「いろはにほへと」
絵　長谷川義史さん

お
す
す
め
の
一
冊

「
美
術
史
の
残
照
」

　

︱
碌
山
と
安
曇
の
周
辺
︱

北
野　

進 

著

中央図書館484・0111 684・0116　豊科図書館471・4022 673・1801　三郷図書館476・3078 676・3077　堀金図書館472・5796 672・5801　明科図書館462・1122 662・1124

紹介する人

丸山英二さん
（豊科・新田）

こ
の
書
で
は
碌
山
と
山
本
安
曇
、
相
馬
黒

光
（
星
良
）
と
の
関
係
を
山
本
安
曇
と
許い

い
な
ず
け嫁

の
戸
沢
郁
に
宛
て
た
書
簡
を
通
し
て
、
碌
山

作
「
女
」
の
塑
像
を
安
曇
が
鋳
金
に
完
成
さ

せ
た
経
緯
と
と
も
に
理
路
整
然
と
解
説
し
て

い
ま
す
。「
女
」
の
鋳
造
は
碌
山
の
兄
か
ら

安
曇
が
制
作
を
依
頼
さ
れ
、
石
膏
原
型
の
台

座
に
「
碌
山
作
安
曇
鋳
」
を
ヘ
ラ
彫
っ
た
。

一
方
黒
光
は
碌
山
の
絶
作
と
な
っ
た
「
女
」

の
粘
土
像
を
碌
山
の
死
後
碌
山
の
ア
ト
リ
エ

で
「
凝
視
し
て
こ
れ
は
私
自
身
だ
と
直
覚
さ

れ
云
々
」
と
黒
光
が
記
述
し
て
い
ま
す
が
、

碌
山
は
そ
う
い
う
個
人
的
な
感
情
を
超
越
し

た
女
性
の
理
想
像
を
「
女
」
に
求
め
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
碌
山
は
黒
光
に
出
会

い
、
相
馬
家
へ
黒
光
が
持
参
し
た
「
亀
戸
風

景
」
が
彫
刻
家
を
目
指
す
出
発
点
と
な
り
ま

し
た
。
ロ
ダ
ン
に
師
事
し
た
高
村
光
太
郎
は

文
筆
で
碌
山
は
塑
像
で
日
本
に
ロ
ダ
ン
を
紹

介
し
た
と
記
述
し
て
い
ま
す
。
碌
山
の
最
後

は
、
ロ
ダ
ン
に
と
ら
わ
れ
な
い
独
自
の
塑
像

を
制
作
す
る
矢
先
の
突
然
の
死
で
し
た
。
荻

原
守
衛
少
年
（
碌
山
）
の
黒
光
と
の
出
会
い

か
ら
余
り
に
も
短
い
一
生
で
、32
歳
で
し
た
。

満
願
寺
の
地
獄
極
楽
変
相
之
図

（
穂
高
牧　

満
願
寺
）

穂
高
牧
の
満
願
寺
の
本
堂
に
は
、「
地じ
ご
く獄

極ご
く
ら
く
へ
ん
そ
う
の
ず

楽
変
相
之
図
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

人
が
亡
く
な
っ
た
後
に
三さ
ん
ず途
の
川
を
渡
り
、

閻
魔
様
の
裁
判
を
受
け
て
、
地
獄
や
極
楽
な

ど
の
世
界
へ
生
ま
れ
変
わ
る
ま
で
の
ス
ト
ー

リ
ー
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
昭
和

28
年
に
描
か
れ
ま
し
た
。
生
前
に
正
し
い
行

い
を
す
る
よ
う
に
勧
め
る
た
め
の
も
の
で
す

が
、
幼
い
こ
ろ
見
て
怖
い
思
い
を
し
た
人
も

い
る
よ
う
で
す
。

現
在
、
豊
科
郷
土
博
物
館
で
、
夏
季
特

別
展
「
あ
の
世
展
～
安
曇
野
か
ら
旅
立
つ

四
十
九
日
～
」
を
開
催
中
で
す
。
こ
の
絵
図

同
様
、
人
の
死
後
の
旅
を
再
現
す
る
展
覧
会

で
す
。
こ
ち
ら
も
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

再
発
見
！
安
曇
野
の
文
化　
そ
の
20

文
化
課
文
化
財
保
護
係

62
・
３
０
９
０ 

62
・
３
５
２
５

地獄極楽変相之図


